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作 成 者 多里生産組合
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はじめに

高齢化が進み、担い手不足等により、日南町の基幹産業である農業の明日が見えな

い時代になってきた。

そうした状況の中で、平成８年農事組合法人多里生産組合を設立し、当時３haであ

った受託水田も１６年には12.6ha・23年には20haを受託する状況となった。

転作水田も年々多くなり、ソバ・トマト・ピ－マン・椎茸・リンゴ・等の栽培に取り

組んでいる。

平成１７年度にチャレンジプランに取り組みトラクター・コンバインを導入するこ

とができ、規模拡大と作業受託がチャレンジプランの目標より早く進んだ。

作業受託 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

トラクター 2.12ha 1.63ha 1.63ha 2.09ha 2.05ha 0.7ha 0.7ha

コンバイン 11.44ha 12.17ha 16.61ha 14.28ha 12.28ha 12.26ha 12.98ha

１ 生産経営の現状・課題

(1)組合の将来像

目標年 平成２６年

水田面積 水稲２４ha（最終目標３０ｈａ：Ｈ３０）

直販拡大 ２，４００袋

施 設 米保管施設、農機収納庫

構成員 １２名（現状と同じ）

職員 平成２４年に採用予定（２０代）農・山林作業のできる職員とする。

(2)生産経営の現状

多里生産組合は、活動範囲を日南町全域としているが、現在は多里地域だけとな

っている。

①構成員 １２名

職 員 ２名

②作付け状況

水稲20ha （コシヒカリ13.5ha、ヒカリシンセイキ1.5ha、ヒメノモチ5.0ha）

ソバ1.5ha リンゴ45a トマト16a ピーマン30a 椎茸1000本

③受託作業 田植 3.88ha 代掻き0.7ha 畦付4,797ｍ 水稲苗913箱

刈取12.98ha 乾燥調整2,557袋



④保有機械 トラクター33ps１台、田植機６条２台、コンバイン４条２台

乾燥機６台、籾摺機１台、米保管庫２台、

(3)課題等

①構成員が高齢になり、労働力不足のため借地面積が増えるのに対応できなくな

った。

②転作田での野菜栽培は、労働力不足で適期作業ができないため品質も悪くなり

販売額も伸びない。

③水稲20haの規模となり、現有トラクター１台では作業に遅れが生じている。

④職員体制

現在は、40歳代１人・20歳代１人ですが、繁忙期は労働力が不足しているた

め機械作業のできる２人が必要となる。

⑤平成23年は米の直販６割としているが、８割は直販したい。

２ 生産経営等の改善内容（目標）と効果

①新規雇用

・現在、40歳代１人・20歳代１人を雇用している。平成２４年４月には、20歳

代２人の雇用を計画している。今後はより作業能率が上がるよう指導したい。

・農繁期には水稲を中心に作業を行い、農閑期には山林業務に従事するよう年

間の労働バランスを考えたい。

・雇用により労働力が確保され、転作田の野菜栽培の適期作業に努め品質と収

量の向上が図れる。

・このことによって規模拡大後の労働力の確保が図れる。

②トラクターの導入

・トラクターは自己所有１台とリーストラクター１台で作業している。リース

トラクターは作業能力が低いため、規模拡大に伴い作業に遅れが生じている。

今回、作業能力の高いトラクターを導入することで適期に作業を行うことが

でき、将来構想の30ｈaの水稲栽培も可能となる。

・耕作の継続が困難になった水田を受託することにより、耕作放棄地を未然に

防止し、地域の農地保全に貢献できる。

③乾燥機の導入

規模拡大に伴い、乾燥機３０石１台を新規導入する。



④色彩選別機の導入

現在年間2,000袋を直販しているが、カメムシ被害や石の混入が原因で直販を

断られるケースが出てきた。色彩選別機を導入することで異物混入を防ぎ、良

質で安全安心な米を提供し１年に200袋程度直販米を増やしたい。

⑤直販米の拡大と米保管場所の確保

直販米の販売先は米子市周辺が中心となっている。今後は阪神方面にも直販

先を開拓し、平成２６年には２，４００袋を目指したい。

直販増加分は阪神方面に販路を持っている同町の「アップファーム」と連携

し、販路拡大を目指す。

直販米を増やすことに伴い、現在８００袋出来る体制を、２～３年以内に

１，５００袋保管できる場所を確保し体制を整えたい。

⑥ホームランド多里と長谷川商店に、もち米を販売している。両者の販売する正

月餅の評判がいいので、餅の販路拡大に協力し、もち米の販売増に努める。

３ 目標達成に向けての取り組み

項 目 内 容 24年 25年 26年

トラクターの導入 がんばる農家プラン事業で導入 ◎

クボタ（ＫＬ３４Ｒ）

乾燥機の導入 30石 １台 ○

色彩選別機の導入 石抜き・色彩選別機 １台 ◎

職員の雇用 20歳代２人 ○

米保管場所 ○

＊ ◎は県・町の支援が必要なもの（がんばる農家プラン事業）

○は自己資金で導入



５ 支援事業の内容

（単位：円）

年 内 容 事業費 事業費 備考

度 県 町 事業主体

24 トラクター 5,100,000 1,700,000 850,000 2,550,000

小 計 5,100,000 1,700,000 850,000 2,550,000

26 石抜き・色彩選別機 4,000,000 1,333,000 667,000 2,000,000

小 計 4,000,000 1,333,000 667,000 2,000,000


